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保護者の皆様へ 

 本日は、お子様のご卒業おめでとうございます。中学校生活最後の一年間を、担当をさせていた

だき多々いたらない点がありましたが、無事に卒業の日を迎えることができました。これも保護者

の皆様の温かいご支援ならびにご協力があったからだと思っています。本当にお世話になりました。 

 今年一年間「自立」を目標に生活をしてきました。自分自身で気づき考え行動し、自らの行動を

振り返り改善することができる力をつけるために、いろいろな活動を通して責任を一人一人に持た

せながら進んできました。欲を言えば十分とは言えませんが、目標としていた力は一人一人が身に

付けてくれたのではないかと思っています。 

これから子どもたちが進もうとしている道は決して楽なものでは無いと思いますが、この岩美中

学校で過ごした３年間に誇りと自信を持っていれば乗り越えていけると思います。 

子どもたちのこれからの人生が学年通信の題名の「あおぞら」のように晴れて澄んだものとなり

ますようにご祈念申し上げます。 

本当に一年間ありがとうございました。 

 卒業おめでとうございます。もう１年経つのですね。早いですね。今は、もっと君

たちと一緒にいたいと思っています。新学期が始まった頃は不安がいっぱいで、動きも

ぎこちないものでした。しかし今は、とても頼もしくなりました。大きく成長しました。 

この１年間いろんなことがあったと思いますが、ひとつひとつが大切な思い出だと思

います。楽しかったこと、苦しかったこと、悲しかったこと、悔しかったことすべてが

自分自身の一部となって今の自分があると思います。ひとつひとつを大切にしてこれか

らもいろいろなことにチャレンジしていってほしいと思います。 

 今は嫌だと思っている思い出も、いつか良かったと思える日が必ず来ると思います。

いつも「自分らしく」を大切にしてください。 

 これから君たちが進んで行く道は決して楽なものではありませんが、この伝統ある岩

美中学校で３年間がんばった君たちなら、絶対大丈夫です。どんな困難も登り続け、歩

みを止めなければ必ず乗り越えられます。自分の限界はあきらめた時です。 

 最後に、これからの人生において大切なことは「感謝」と「謙虚さ」です。すべてが

当たり前ではなく、お陰様だと言うことを忘れないでください。この二つのことを大切

にしてがんばってください。 

 ３年団の先生たちはいつまでも、君たちの一番の応援者でもあり、一番の理解者で

す。君たちに出会えたことに、ただただ感謝です。ありがとう。 


